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1   はじめに 
  本研究は，以下に示す，対イオン X を持つ 1,1-オ
キシエチレンアイオネン-X(m, n=1)	
 (1,1-OEI-X)の
鎖の局所構造に及ぼす対イオン種の影響を調べるこ

とを目的とした．対イオン Xとしては 1価イオンで
ある臭化物イオン (Br-)，塩化物イオン (Cl-)，2価イ
オンである 1,2-エタンジスルホン酸イオン(EDS2-)，
3価イオンであるリン酸イオン (PO4

3-)を用いた． 
 

 
2   実験 
 
2.1 試料	
 1,1-OEI-Br はビス(2-ブロモエチル)エーテ
ルとビス(2-ジメチルアミノエチル)エーテルを N,N-
ジメチルホルムアミドとメタノールの等量混合物中

で，室温で 1 週間重合させた後，酢酸エチルで沈殿
精製して合成した．粘度平均分子量 Mv は，2.0×103

である． 
 
2.2 SAXS測定	
 試料濃度 Cpが 0.25〜4wt%の各試料
の水溶液について SAXS 測定した．測定は，高エネ
ルギー加速器研究機構(茨城県つくば市)，放射光実
験施設の BL10Cにおいて行った． 
 
2.3１H-NMR 測定 Cp 約 2%の試料の重水溶液につい
て，500MHz 1H-NMRの測定をした． 
 
 3   結果および考察 
 
3.1 SAXS	
 散乱強度I(q)と波数ベクトルq (=(4π/
λ)sin(θ/2))の関係（散乱曲線）を，1,1-OEI-Br水溶
液と1,1-OEI-Cl水溶液について得た．ここには示さ
れないが，両者の曲線の極大の位置は，Cpが大きく
なるほど大きいqへ移動し，粒子間相互作用が増大
する点は共通しているが，Cpが同じものについて極
大の位置を比べると，前者の方が後者よりも小角側

にある．これから，1,1-OEIとBrの結合と1,1-OEIと
Clの結合におけるイオン結合性と共有結合性の割合
を比較した場合，前者において共有結合性がより強

いことが示唆される．これは，1,1-OEI-Brがメタノ

ールに不溶であり，1,1-OEI-Clは可溶である事から
も支持される． 
 
	
  更に，ここには示されないが，1,1-OEI-EDSと1,1-
OEI -PO4 のSAXS曲線でも極大が現れた．極大の位
置を1,1-OEI-Clと1,1-OEI-EDSと1,1-OEI -PO4 の3種類
の試料で比較すると対イオンの価数が増えていくに

つれて，極大値がより小角にシフトしたが，これは

対イオン種の価数が増えると，1,1-OEI-Xの有効電荷
量が下がって電荷間の静電相互作用が減少すること

によると推察される．  
 
 
 
3.2１H-NMR	
  Fig.1は，
O-CH2基とN-CH2基のシ

グナルであるが，その形

は，対イオン種に依存せ

ず，水溶液中における

1,1-OEI-Xの鎖の局所構
造は対イオン種に関係な

く，一定に保たれること

が示唆された． 
 
 
 
4   まとめ 
1,1-OEI-Xにおける鎖と
対イオンの間のイオン間相互作用は，対イオン種X
に依存して変化するが，鎖の局所構造は対イオン種

に関わらず，一定に保たれることが明らかとなった． 
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Fig.1  NMR Spectra of  1,1-OEI-X  
         in D2O. 
 


